
IV. 機構・職員・予算

1. 機 構

A. 機構の概要

生産技術研究所は日常の業務遂行の而から，研究部と事務部とに大別される．

研究部は，運営の便宜上， 5部門に分かれ，部ごとに互選による 2名の常務委員がいて

部の日常の業務処理に当たる．常務委員のうち 1名は，部主任として部を代表する．常務

委員は，常務委員会を組織し，所長の諮問機関として毎月 2回，必要によりそれ以上会議

を開催している．研究部は研究室から成り立っており，また，その部の専門を適当に分類

した専門分野表は 1ページ「沿革」の項に掲げたとおりである．

中間試険部は，砧礎部の括礎研究として完成したもので，これを工業化へ移すための中

間規模の試験研究を行なうところで，毎年各部から 2名ずつ選出した委員の組織する特別

研究審議委員会で研究課題を審議選定し，特別の予邸をつぎこんで実施しているまた受

託研究の一部には中間試険研究になるものがある．

本所の重要事項は教授総会で決議する．教授総会は教授・助教授によって組職され，毎

月 2回定期に開催している．ほかに教官同志の知識向上をはかる輪講会が毎月 1回行なわ

れる．

そのほかに所員がそれぞれの専門的立場から組織する各利委員会，連営関係を担当する

諸委員会がある．これらは各部から選出する教授・助教授または講師が委員となって構成

されるもので，委員長は教授総会で選出されるものと所長委嘱によるものとがある．その

種類は次ページ B. 機構図にあるとおりで，内容は巻末の委員会諸規定を参照されたい．
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J3. 機構図
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教授総会

常務委員会

研究

電子計算機室業務掛----~
千葉実験所ー所長 ［事務室―事務掛長 ： 
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I 
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出版委員会・図杏委員会・写真委員会
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常置運営関係委員会｛千葉実験所管理運蕊委員会・講習会委員会

ー放射性同位元索委員会

試験溶鉱炉委員会・電子計鉢機委只会

津波高潮実験施設運宮委只会

臨時委員会{==~:ニ
改革調査委員会
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2. 職員

A. 現員表 (45. 4. 1現在）

a. 職種別職員数

区分 教 授 ： 助 教 授 l講師助手技官事務官 技能員 1用務頁 l合計

41 43 8 84 178 109 6 14 483 
職員数

*9 *1 *10 

＊印併任

b. 諸系統別職員数

区分1 研 究 系統 I事務系統1技術系統 技能労務系統 その他 Aロ , 

職
教 助 講 研 研 助 技 事 技 技 事 技 用 日

種 教
job し

ノがゴL, 叶 務 計 計 務 ムHヒt:, 務 計 雇 計
担

別
授 授 師 当 員 手 官 弓IコT 弓丘 官 rIコ占 員 員 者

計

職旦 4* 9 1 4* 3 1 8 I 8 I 4 7 8 4 1 8 2* 41 9 0 1 0 1 10 1 11 5 11 5 4 5 8 6 14 73 28 28 5*6160 , 

＊併任印

B. 職員名簿

官職 氏

第 1 部

名 I学位 I官職I氏

教 授 一色貞文 工 博 助教授 叶こ I甘J ネl~ - 工 博

” 大井光 四郎 ” 
II 中 桐 滋 II 

” 烏 飼 安生 理 博 " 小介磐夫 理 博

II 廿」 111 尻i:r n召 工 博 II 岡 田恒男 工 博

II I北川英夫 " 講 師 鈴木敬愛 理 博

// 小淑i輝次 ” 研究担当 秋葉鍛 郎 工 博

併任教授 森 大吉 郎 ” 研究員 斎藤弘義
” 

II 玉 木窃夫 ” 
II 林 主税 理 博

” 窯永五郎 理 博 助 手 鈴木寛文

助教授 成瀬文雄 ’’ ” 藤森聴雄

” 辻 泰 II 

” 未 七郎

” 根岸勝雄 II 

” 高桐英男

” 田村煎四郎 II 山 沢宮雄

名 学 位
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永井

関野

正治

芳男

克

総額

識員給与

校費

各研究部研究費

設備費

特別研究費

特殊装四運転経費

大学院学生経費

研究 生経 費

図書費

出版費

試作工場経費

計郭機室経費

写真室経費

千葉実験所経費

職員厚生経費

共通経費

受託研究費

受託研究員費

金額

872,592,941 

522,791,341 

307,377,700 

93,623,600 

62,900,000 

21,535,000 

13,967,100 

7,592,200 

223,700 

7,523,400 

5,714,000 

4,880,000 

2,897,500 

1,108,000 

7,762,400 

664,000 

76,986,800 

24,674,000 

3,160,000 

百分率

100. 00% 

59.91 

35.23 

10.73 

7.21 

2.47 

1. 60 

0.87 

0.03 

0.86 

0.65 

0.56 

0.33 

0. 13 

0.89 

0.08 

8.82 

2.83 

0.36 

100. 00% 

30.46 

20.46 

7.01 

4.54 

2.47 

0.07 

2.45 

1. 86 

1. 59 

0.94 

0.36 

2.52 

0.22 

25.05 
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職員 旅 喪 5,299,0QO 0.61 

受託研 究旅費 2,750,000 0.31 

各所修繕 6,300,000 0.72 

そ印も 謝 金 240,900 Q.03 

B. 昭和 44年度オ出予算額

金 額 百 分 率

刀"9心'ム' 、 額 908,659,000 100. 00% 

戦員 給 与 550, 000, 000 60. 53 

校 費 317,694,000 34.96 100. 00% 

各研究部研究喪 95,933,000 10.56 30.20 

設 備 喪 55,700,000 6. 13 17.53 

特別研究費 22,555,000 2.48 7. 10 

特殊装置連転経毀 13,647,600 1. 50 4.29 

大学 院 学 生 経 毀 8,718,000 0.96 2.74 

研究生経費 173,000 0.02 0.05 

図 叶t2,. 月J.-I.1'.' 8,441,000 0.93 2.66 

は’’’i 版 毀 7,457,000 0.82 2.35 

試作工場経費 9,190,000 1. 01 2.90 

計邸機室経費 9,426,000 1. 04 2.97 

写真 主経 喪 3,664,000 0.40 1. 15・ 

千葉実 験 所 経 費 7,846,000 0.86 2.47 

職且厚生経費 659,000 0.07 0.21 

共ヽ 叫、y 厄ダ叉 費 74,284,400 8.18 23.38 

受託研究費 24,500,000 2.70 

受託研究且費 3,160,000 0.35 

戦員 旅 費 5,218,000 0.57 

受託研究旅費 2,500,000 o. 27 

各所 修 繕 5, 350, 000 0.59 

諸 謝 /こ寸'>-乙 237,000 0.03 
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C. 文部省科学研究費関係（昭和 44年度）

公"]
々
爪

奨

総

試

特

究

究

究

究

究

研

研

研

研

研

額

般

励

合

験

定

63,780,000 

35,000,000 

760,000 

5, 200, 000 

13, 520, 000 

9,300,000 

D. その他の研究費（昭和 44年度）

総額

文部省科学研
究費分担金

奨学交付金

49,633,145 

1,400, 000 

48,233,145 

(B+C+D) 1,022;012, 145 
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4. 昭和 44年度のおもな記録

A. 教授総会開催日表

4. 16, 5. 7, 21, 6. 4, 18, 7. 2, 16, 8. 7, 9. 17, 10. 1, 15, 11. 5, 19, 12. 3, 17, 1. 

21, 2. 4, 18, 3. 4, 18 

B. 各種委員会開催日表

委員会 I 開 催 日 （臨）は臨時委貝会

常務委員会 I4. 2, 16, 5. 7, 16(臨）， 21,23(臨）， 26(臨）， 28(臨）， 6.4, 18, 25, 7. 2, 

9 (臨）， 16,30(臨）， 8.4, 7, 13(臨）， 20, 9. 3, 17, 10. 1, 9(臨）， 15,29, 

11. 5, 12, 19, 12. 17, 24(腐r,),45. 1. 14, 21, 2. 4, 18, 25(臨）， 3.4, 18 

特別研究審議 4.9, 23, 30, 6. 11, 25, 7-23, 8. 25, 10. 29, 11. 5, 12, 19, 26, 12. 3, 

委旦会 10,17, 24, 45. 1. 14, 21, 28, 2. 4, 18, 25, 3. 11 

工作委貝会 I9. 10, 11. 26, 45. 3. 11 

出版委員会 I4. 23, 5. 28, s. 2s, 1. 23, s. 24, 10. 22, 11. 26, 12. 24, 45. 1, 2s, 2. 
＇ 25, 3, 25 

図書委員会 5.1, 6. 25, 9. 10, 1 o. 22, 12. 24. 45, 1. 28, 2. 25, 3. 25 

写真委員会 4.4, 25, 7-21, 12. 3(臨）， 45.1. 30, 3. 27 

営繕委 員 会 4.16, 5. 8, 6. 4, 7, 9, 8. 13, 9. 10, 10. 8, 11. 12, 24, 45. 1. 28, 3. 

25 

厚生委員会 5.19, 7-11, 10. 27, 11. 6. 11, 28, 12. 6, 45. 3. 20 

講習委旦会 4.23, 5. 13, 6. 3, 16, 9. 25, 12. 15, 45. 1. 20 

千葉実験所管理 14. 21, 5. 13, 12. 1, 45. 1. 26, 3. 20 
運営委員会 a

放射性同位 45.2. 13 
元索委員会

試験溶鉱炉 4.14, 8. 12, 45. 1. 23 
委旦会

電子計邸機 4.23, 5. 14, 6. 24, 7, 9, 23, 9, 8, 10. 22, 11. 26, 45. 1. 28, 2. 27, 3. 
委員 会 25

津波高潮実験施
設 連 営委員会

予邸委員会 4.23, 9. 24, 10. 22, 11. 26, 12. 24, 25, 45. 3. 11 (すべて臨時）

記念行事委員会 45. 1. 30, 2. 20 

改革謁壺委旦会 4. 8, 15, 22, 30, 5. 9, 27, 6. 17, 23, 7-1, 8, 15, 22, 8. 5, 12, 22, 29, 
9. 9, 26, 1 o. 22, 11. 26, 12. 24, 45. 1. 14, 20, 28, 2. 6, 12, 19, 26, 3. 
11, 20, 26 

建築計画委旦会 45. 1. 29, 2. 10, 18, 3. 3, 10, 17 
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C. 輪講 会

通し回数 題 目 講 油 者 開催年月日

382 糊のはなし（特に捺染糊について） 教授中村亦夫 44. 4. 16 

383 プレストレストコンクリート圧力容器について 助 教 授 川 股 重 也 44. 5. 21 

384 超音波の応用と音場の研究 教授鳥飼安生 44. 6. 18 

385 最近の海洋閲発におけるイメージ・テクノロジ一 ’’ 植村恒義 44. 7.16 

386 新しい機能索子の可能性 助教授生駒俊明 44. 9.17 

387 分折自動化の諸問題 教授武藤義一 44. 10. 15 

388 西ドイツの大学の現状 助 教 授 中 村 英 夫 44. 11.19 

389 鉄筋コンクリート建築の耐震 N 岡田恒男 44.12.17 

390 油圧工学における問題点 教授石原智男 45. 1. 21 

391 電子計邸機システムの現状と将来 助 教 授 浜 田 喬 45. 2.18 

D. 日

昭和西肝月日

譜

行 事

44 1969 4.18 大学問題所内第 1回シンポジュム開催

4. 24 大学問題所内第2回シンポジュム開催

5. 22 第2回日ソ製銅物理化学シンポジュム， ソ連使節団来所（団長 SamarinAleks-

andre Mikhailorich氏，ほか9名）

5. 29 生産技術研究奨励総会，理事会評議員会開催

5. 29-30 研究所公開，研究室を公開し，講演と映圃の会を行なった

5. 30 木内四郎科学技術庁長官来所

6.16 生研ニュース第 1号発行

6. 25-27 第 7回生研講習会開催，テーマは「インジサイエンスとイメジテクノロジ」

7. 30 大学問題所内第 3回シンボジュム開催

8. 1 大学問題所内第 4回シンポジュム開催

3. 13 昭和 44年会計実地検査実施

10. 3. 全所運動会（主催弥生会）を東大検見川グラウンドにおいて開催

11. 20 生産技術研究奨励会総会，理事会，評議員会開催

11. 21 岡谷市校長会々員 10名来所，見学

12. 4 ソ辿水工学研究所 Savnoff氏ほか3名来所

12. 5 中華民国政府 Ying-tsuMao氏ほか 10名来所

45 1970 1. 9 海外技術研修センタ研修生 13名来所，見学

2. 20 地下鉄千代田 9号線新設工事のため敷地内の音苦実験室を移転ずることになり，

移転予定地の建物とりこわし工事を開始

3.11 予邸委員会解散

3. 24 10人の会 ('68.12. 11設四）解散

3. 25 第 1部岡本舜三教授退官記念講演が行なわれた， 請演題目は「耐震工学 30年の

歩み」
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